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調査期間　　2016 年 11 月 14 日～ 12 月 1 日
調査面積　　約 70 ㎡
３．調査の経過
　2016 年 11 月 11 日に，測量業者に依頼し，調査区周辺の 3 か所に座標を設置した。
　14 日から発掘調査を開始した。アスファルトを除去したところ，調査区北半の東西にまたがり配
管が埋設されていた。その除去には検査等の時間を要するため，これを残した状態で調査を進めるこ
ととした。配管より北側を A 区，南側を B 区とした。同日，A 区の重機掘削を開始した。
　15 日も A 区の重機掘削を継続したが，表土・撹乱層から廃棄薬品が検出されたため，慎重に掘削
を進め，その処理については本学担当部局に依頼した。表土・撹乱層除去後，1 ～ 3 層において遺構
は検出されず，4 層上面まで掘り下げた。なお，重機掘削中に，3 層以上の包含層もしくは撹乱に包
含されていたと考えられる土器 1 点が出土した。4 層上面で遺構を確認したため，これを第 1 遺構面
とし，調査を行った。





て排水・土層観察用のサブトレンチを設定した。また，A 区の精査と並行して，16 日以降，B 区の
重機掘削を開始した。
　B 区では，4 層上面で遺構は確認されず，5 層上面まで重機掘削を行った。5 層上面でわずかに
遺構が検出され，これを第 2 遺構面とした。精査の結果，土坑もしくは柱穴と考えられる SP201・
SP202 が検出された。なお，B 区南半部は，撹乱によって 5 層上面がすでに削平されていた。とく
に南端部は医学臨床 A 棟の基礎に伴うと推定される，東西にのびる深い撹乱が確認された。18 日ま
でに，B 区第 2 遺構面の写真撮影，平面図・断面図の実測を完了し，同遺構面の調査を終えた。
　周辺の調査地点では，本調査地点の 7 層上面に相当する層において，弥生時代前期の水田や，こ
れに伴う用水路が検出されている。そのため，21 日以降，A 区・B 区とも人力掘削により 6 層下位
まで掘り下げ，そこから 7 層上面までは慎重に遺構検出を行った。また，西壁・北壁・東壁に沿って，
排水・土層観察用のサブトレンチを設定した。その結果，B 区の 7 層上面において，東西方向にのび
る溝状の遺構 SD301・SD302・SD304・SX303 を検出した。これにより，7 層上面を第 3 遺構面と
し調査を行った。
　28 日に，B 区の遺構検出写真を撮影した後，SD301・SD302・SD304・SX303 について，土層観
察用のセクションベルトを残し，埋土の掘削を開始した。29 日に SD301・SD302 は完掘，SX303 は




　A 区の第 3 遺構面（7 層上面）については，29 日に精査を行ったが遺構は検出されず，全景写真
を撮影した。なお，26・27 日の大雨により，A 区北壁の東側 1/3 ほどが大きく崩れ，28 日以降も崩
落が進行していたため，当該範囲については遺構検出を断念せざるをえなかった。
　30 日は，B 区の SX303 について，東側と中央部に設定したセクションベルトと，B 区西壁のサブ
トレンチを追加で掘り下げ，その底部および埋土を確認した。その結果，埋土は基本層序と同様の層
序をなして水平に堆積しており，これが基本層序より 1 ～ 3 層程，落ち込んだ状況であることがわかっ
た。さらに，B 区西壁では，SX303 の上端が基本層序の 1 層よりさらに上の表土・撹乱まで及んで
いることが判明した。平面的にはこの溝状の落ち込みは，B 区の南側を東西方向にのびている。
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第２節　調査の記録
１．基本層序
　基本層序について以下に説明する。A 区は北壁・東壁（図 4-1），B 区は西壁・北壁・東壁の実測
図およびオルソ画像を掲載している（図 4-2・3）。壁面断面図（図 4-1 ～ 3）には，A1 ～ 3・B1 ～




 1 層 灰色 (N6) の粘土混じりシルトである。近世の水田層と推定される。
 2 層 緑灰色 (5G6/1) の粘土混じりシルトである。近世の水田層と推定される。
 3 層 灰色 (7.5Y6/1) の粘土混じりシルトである。
 4 層  灰黄色 (2.5Y6/2) の細砂混じりシルトである。鉄分を含む。弥生時代前期末・中期初頭～中
世の土壌化層と考えられる。A 区では本層上面を第 1 遺構面とした。
 5 層  にぶい黄色 (2.5Y6/3) の細砂である。マンガンを含む。弥生時代前期中葉～前期末・中期初
頭の洪水起源砂層と考えられる。B 区では本層上面を第 2 遺構面とした。
 6 層  浅黄色 (2.5Y7/3) のシルト混じり細砂である。マンガンを多量に含む。弥生時代前期中葉～
前期末・中期初頭の洪水起源砂層と考えられる。
 7 層  黄灰色 (2.5Y5/1) のシルトである。マンガンを含む。弥生時代前期中葉の遺構面のベース層
と考えられる。A 区・B 区ともに 7 層上面を第 3 遺構面とした。
 8 層  褐灰色 (10YR5/1) のシルト混じり粘土である。マンガンを含む。弥生時代前期中葉の遺構面
のベース層と考えられる。
 9 層 暗緑灰色 (10GY4/1) の細砂混じりシルトである。鉄分を含む。
10 層　灰色 (N5) の粘土である。
11 層　青灰色 (10BG6/1) の細砂混じり粘土である。鉄分を含む。
12 層　灰色 (10Y5/1) の粘土である。
13 層　暗紫灰色 (5P3/1) の粘土である。

























































































図 4-5　第 3 遺構面の遺構断面図
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SD304 SX303 SD302 SD301
SD302
図 4-6　B 区第 3 遺構面の遺構検出写真（東より）　
図 4-7　SD302 検出状況と西壁土層断面の写真（東より）
80
　B 区の 7 層上面で検出された。B 区の北側を東西にのびる。残存部の長さ 6.0m，幅 0.2 ～ 0.6m，
深さ 0.1m で，断面形はレンズ形である。埋土は浅黄色（2.5Y7/3）のシルト混じり細砂で，マンガ
ンを多く含む。洪水起源砂層である 6 層とほぼ同質であり，分層は難しい。SD302・SD304 の埋土
も同様である。遺物は出土していない。
SD302（図 4-2・4 ～ 8）
　B 区の 7 層上面で検出された。B 区の中央を東西にのびる。残存部の長さ 5.7m，幅 0.6 ～ 0.9m，
深さ 0.1m で，断面形はレンズ形である。埋土は SD301・SD304 と同様である。遺物は出土していない。
SD304（図 4-4 ～ 6 ・8）
　B 区の 7 層上面で検出された。B 区の南端を，南西から東にわずかに屈曲してのびる。残存部の長

















図 4-8　B 区第 3 遺構面のオルソ画像
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（2）溝状落ち込み
SX303（図 4-2・4 ～ 6・8）　B 区の 7 層上面で検出された。B 区の南側を東西にのびる。当初，
SX303 を第 3 遺構面に伴う溝状の遺構であると想定した。しかし，B 区西壁では，SX303 の上端が，
基本層序 1 層よりさらに上の表土・撹乱まで及んでいる。上端と推定される付近では幅 1.7m 以上，
深さ 2.3m で，断面形は V 字形を呈する。なお，7 層上面においては，残存する長さ 3.7m，幅 0.8 ～ 1.1m，









　B 区北端中央の 5 層上面で検出された。平面形は円形もしくは楕円形と推定される。残存部の長さ
0.2m，幅 0.1m 以上，深さ 0.1m で，断面はレンズ形である。埋土は青灰色（5BG6/1）のシルト混




SP201 の時期は，掘り込み面が 5 層上面である場合は弥生時代前期中葉～前期末・中期初頭，4 層中
である場合は弥生時代前期末・中期初頭頃～中世の可能性が高いといえる。
SP202（図 4-9・10）
　B 区北端中央の 5 層上面で検出された。平面形は円形もしくは楕円形と推定される。残存部の長さ




　A 区東隅の 4 層上面で検出された。本来の掘り込み面は 2 層上面である。平面形は不明である。残


































































図 4-10　第 2・1 遺構面の遺構断面図
第２節　調査の記録
第４章　第 30 次調査（渡り廊下建設地点） 83
　A 区中央付近の 4 層上面で検出された。平面形は楕円形と推定される。残存部の長径 0.4m 以上，
短径 0.4m，深さ 0.3m で，断面形は V 字形である。埋土は灰白色（5Y7/1）の細砂混じりシルトで，
鉄分を少量含む。同じく 4 層上面で検出された SX102・SX104 の埋土と類似する。土坑であろうか。
遺物は出土していない。




　A 区中央付近の 4 層上面で検出された。平面形は不整形である。残存部の長さ 1.0m，幅 0.5 ～ 1.0m，





　A 区西側の 4 層上面で検出された。平面形は，南側が楕円形を呈するが，A 区北壁に向かい広がる。
残存部の長さ 1.5m，幅 0.8m，深さ 0.4 ～ 0.7m である。断面形は U 字形であるが（図 4-10），A 区











番号 調査区 遺構 層位 種類・器種
法量（cm）
文様等 器面調整 色調 胎土
口径 底径 器高








( 外 ) ナデ
( 内 ) ナデ
( 外 ) 橙色 2.5YR6/6
( 内 ) 橙色 2.5YR6/6
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　庄・蔵本遺跡第 30 次調査の B 区第 3 遺構面の完掘状況（約 50 ㎡）および B 区の北壁と西壁を対
象とし，三次元計測を作成し，これをもとにオルソ画像を生成した（図 4-2・3・8）。B 区第 3 遺構




[ カメラ］　ボディ：Nikon D810，レンズ：AF-S NIKKOR 24-85mm f/3.5-4.5G ED VR
［ソフトウェア］　Agisoft PhotoScan Professional（Ver.1.3.1.4030），QGIS（Ver.2.18.4），
 Adobe Illustrator CC（2017）
［パソコンの仕様］　CPU：Intel Xeon E3-1505M v5（2.8GHz），メモリ：32GB，













るため，焦点距離 24-85mm のズームレンズを使用し，広角端の 24mm で撮影を行うこととした。た
だし，今回は 24mm で撮影した写真だけでは，カバーできていない部分が確認されたため，24mm
以外の焦点距離で撮影した写真も一部に使用した。なお，写真は RAW 形式と jpeg 形式で保存した。
第４節　SfM/MVS による遺跡の三次元計測とオルソ画像の作成
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（3）三次元モデルの作成




第 3 遺構面は 218 カット，西壁は 28 カットを選別した。なお，1 カットのデータサイズは，RAW








3）ワークフロー➡メッシュ構築 [ サーフェイスタイプ＝ 3D 形状，ソースデータ＝高密度（Dence）
クラウド，ポリゴン数＝高］
4）ワークフロー➡テクスチャー構築 [ マッピングモード＝汎用，ブレンドモード＝モザイク（標準），



























































1 日程，計 4 人× 2 日程を要した。一方，SfM/MVS による測量では，平面と断面を含め 1 人× 2 時
間程で，現場の作業時間と人員がかなり少なくすむといえる。また，調査面積が広い場合は，さらに
時間・人員が削減できることが予想される。
　その後の室内作業においては，二次元の実測図では，図面のスキャン・補正・トレースに 1 人× 2
日程を要した。一方，SfM/MVS による方法では，三次元モデルとオルソ画像の作成に 1 人× 1 日程，








　第 1・2 遺構面では，土坑・ピット 4 基（SP201・SP202・SK101・SK103），不明遺構 2 基（SX102・
SX104）を検出した。しかし，これらの全形は不明で，埋土からの出土遺物もなく，その性格や所属
時期の特定は難しい。既往調査の成果をふまえると，5 層上面で検出された SP201・SP202 は弥生時
代前期中葉～中世，4 層上面で検出された SK103・SX102・SX104 は弥生時代前期末・中期初頭～中
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